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43.大腿骨頚部内側骨折治療の小工夫 
0伊藤豊，松原保，鈴木洋一
田波秀文(沼津市立)
大腿骨鋭部内側骨折の治療法として，我々は海綿骨ス
クリューによる骨折端圧迫とノウルスピン 2本による強
斜位固定を併用する内固定を工夫した。免荷期間は骨頭
強度が 1/品に低下する半年より 1年は 1本松葉杖歩行さ
せ，その後骨頭壊死置換が定成するといわれる 2年間は
杖歩行を指示し，好成績を得られたので手術法及び後療
法に考察を加え報告した。 
44.大腿骨人工骨頭置換術の検討
一当院における followup症例を中心として一 
0今井克己，土川秀紀，矢島敏晴
(清水厚生)
当院にて，過去10年間に施行せる，大腿骨頚部内側骨
折 2211j，i 変股症 1例の， Moore人工骨頭置換術の成
績を追跡制査し， 73.9%に，満足すべき結果を得た。
レ線上， clistal migrationは， 91.3%， 人工骨頭周囲
の骨硬化像は， 95.7%に認められた。 clistalnligratio民 
6mm以上群は， 5mm以下群に比べて， 成績が悪か
った。また， migrationは，骨硬化像が生ずると，ほと
んど停止する。 
45. 当院における大腿骨人工骨頭置換術症例の検討 
0小林彰，清水完次朗，重広信三郎
高田俊一(県立東金)
当院で、人工骨頭置換術を行った症例は， 13例 13関節
で， Austill-Moore型， 12例， Batemall型 1例であっ
た。以上の症例に直接検診を行い，治療成績の検討を行
った。調査の結果，臨床上 9例69%に良好な成績が得ら
れた。成績不良例はなんらかの合併症を有していた。歩
行能力は，大部分が年齢相応の歩行可能であった。レ線
所見で10伊1177%になんらかの異常所見が認められたが，
臨床症状との関連はみられなかった。 
46. Bateman UPF人工骨頭の経験 
0三橋稔(三橋整形)
村山憲太(国立習志野)
清水完次朗(県立東金)
堂後昭彦 ()I鉄)
比較的年齢の低い例， OA，寛骨白骨折の 3例に Bat-
eman UPF人工骨頭を用いた。他の人工骨頭に較べて
将来寛骨|三!の損傷や荒廃のないような理論的根拠にもと
ずいて使用した。手術術式は従来の人工骨頭置換術の方
法と異ならないが，術後のレ線上股関節の運動時にステ
ムのヘッドがインサートベアリング内で動きアウターヘ
ッドは運動性の少ないことを証明した。寛骨臼の温存に
適した人工骨頭であると考えます。
映1.	 C. P痘性麻痩に対しての手術適応の問題につ
いて (1報) 
O石田三郎，柳生陽久(桜が正育成園)
上原朗(袖が浦療育園)
この映画は，脳性麻庫の超早期療育を肯定した上で，
肢体不自由児療育の場で実施される事の少くなった手術
について，適応さえ選べば，有意義である事を実例 5例
(映画)を通して示した。我々は脳性麻埠底直型の手術施
行目的を次の 5つに分けた。 i)介護的目的 i)予防的
目的 ii)機能改善の目的 iv)変形矯正の目的 v)疹痛
除去の目的。今回 ii)の目的例 3例 iv)v)の目的例
それぞれ 1例をあげた。
映2.	 斜側腹切開による腰推々体間固定術 
0辻陽雄，玉置哲也，山田均
小林健一(富山医薬大)
腰推椎体に到達するアプロ}チの中で斜側腹切聞は多
くの利点をもっている。すなわち到達距離が短かいこ
と，一皮切で採骨移植が可能であること，および侵襲が
割合小さくてすむことであろう。 L4-5以上へのアプロー
チとして有用であり，その術式の詳細を映画で解説し
た。
特別講演その 1
欧米における関節外科の現況
松井宣夫(千大)
昭和52年度の日本リウマチ学会の fellow として， 
Heinola (フィンランド)のリウマチ基金病院， Zi.'rich 
(スイス)の WilhelmSchulthess Klinik，Windsor 
(英国)のリウマチ専門病院，米国では UCLAmeclical 
cellter，メイヨクリニクなどにおいて行った， 関節外
科，主としてリウマチ外科の研修成果につき報告した。
難治性な関節リウマチの治療に際して， リウマチ専門病
院の必要性が痛感された。
